
ステンレスフォークの櫛部分の定性分析・定量分析

試料調製
ステンレスフォークの櫛の一本を切断し、C粉末混合樹脂
（ポリファスト）で熱間樹脂包埋後、耐水研磨紙およびア
ルミナ砥粒、コロイダルシリカで鏡面研磨。櫛の側方断面
を観察。

定性分析

左図の観察視野で全元素定性分析を実施。
分析範囲は画像中央の20µmΦ。

全元素定性分析スペクトルと半定量結果

半定量結果

スペクトル
縦軸：カウント数
横軸：L値
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定量分析

左図の観察視野で定量分析を実施。
分析範囲は画像中央の1µmΦ。
標準試料はC, Si, Cr, Mn, Fe, Niのpure 
metal standardを使用。

定量分析結果

分光器条件
Mn：LiFH(1ch) Kα1
Ni：LiFH(1ch) Kα1
Si：TAP(2ch) Kα1

C：LDE2H(3ch) Kα1
Cr：LiFH(4ch) Kα1
Fe：LiFH(4ch) Kα1
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